
　ユニバーサルデザインという言葉はすでに普及しています
が、もう一歩推し進め、生活者にとって魅力のある、価値のある

ものづくりとは何だろうと考えたときに、「快適性」、すなわち

「使いやすさ」をさらに追求する必要があるのではないかと考

えています。

　私が着目したのは「感性評価」です。ユーザーが持ちやすい、

快適であるという状態をどのように判断しているか。その手法

として、無意識に何かを見たときに、見えやすいか否かなどをど

のように判断しているかを計測する「視線計測」や「脳波計測」

などの研究に取り組んでいます。

　なかでも現在はプロダクト製品の「持ちやすさ」や「心地よさ」

を評価している構造と、そのデータを製品開発にフィードバッ

クするデザイン開発の研究を進めています。製品の高精細撮影

画像や3Dデータと脳波計測などを組み合わせ、快適性を向上

させている要素を抽出するために、右下写真の無反射撮影装置

を活用しています。このような人間の感覚を評価する技術とい

うのは、コンピューターやセンサーが発達した近年になって

やっとできるようになった新しい分野です。

　ユーザーにとっての使いやすさを評価できるようになると、

あらゆる業種のさまざまな製品開発に生かすことができます。

例えば、自動車であれば快適な室内環境づくりに、ペンであれ

ば持ちやすく、書いていて快適と思えるものづくりに役立てる

ことができます。

　世の中には安くて便利な商品がたくさんありますが、本当に

使いやすく、愛着を持って長い人生をともにできる製品は、まだ

まだ必要とされているのではないでしょうか。ものづくり産業

にとって、人間の感覚に訴えることこそが本質的な価値ではな

いかと考えています。

　かつて、著名なプロダクトデザイナーの方と、共同で時計をつ

くったことがあります。このとき、ただ単に時間が分かるだけで

はない、生活空間における、また人生における時計の存在感と

いう価値に着目しました。ニーズは機能だけでは測れないとい

う観点でつくったこの時計のシリーズは、開発から10年を経て

都産技研では、市場や社会的ニーズのある技術課題をテーマとした研究を行っています。
新しい事業や製品化の可能性を生み出すために、中小企業が持つ高い技術力とコラボレー
ションしながら、日々邁進している研究現場の「今」と「未来」を取材しました。
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なお、ベストセラーであり続けています。

　このように、感覚的な認識の価値というのは、実は日本の製品

にとって重要なのではないかと思います。これをものづくりか

ら工学へと昇華していく必要があります。

　手触り、感覚、心地良さ…人間の意識を考慮したものづくり

は、もともと日本のものづくり文化としてあったもので、見直す

べきときであると思います。海外への進出を視野に入れざるを

得ない中小企業にとってはなおさらではないでしょうか。まだ

海外で生産されていない分野に注力しつつ、日本人の細やかな

心のこもったものづくりが反映できれば、活路が開かれるので

はないでしょうか。いち研究者としては、今後大きな輸出産業に

なることが期待されている医療分野にも、こうした日本のもの

づくり文化を生かして、人間の感覚や意識に基づく快適性の研

究を進めたいと考えています。

都産技研は、今まで取り組んだ研究や技術開発の成果を中小企業の方々に広く知っていただくため、
「平成25年度研究成果発表会」を開催します。

　11技術分野のテーマに沿って、都産技研や都産技研と連携・協働協定を締結

している大学・研究機関、都市課題解決を目指し首都大学東京と実施した共同研

究の成果、都産技研製品開発支援ラボに入居している企業による開発事例を発

表します。さらに、東京イノベーションハブにて、研究成果のパネル展示や基調

講演のテーマに関するデモンストレーションも行います。

【11技術分野】
情報技術／エレクトロニクス／システムデザイン／環境・省エネルギー／

バイオ応用／メカトロニクス／EMC・半導体／品質強化／ものづくり基盤技術／

ナノテクノロジー／復興支援
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サンプル製品のデータを収集するためにスタジオ撮
影システムと組み合わせて高精度撮影を行える装置
です。伊勢型紙などの伝統産業などはこれまで素材の
高精度デジタル化が不可能でしたが、この装置により
解決が期待されます。
仕様
「スタジオ撮影システム（無反射撮影装置）」
・Hasselblad H4D-30（高精度カメラ）
・Serendipity Prolike2（無反射撮影装置）
・Serendipity ImageArchiver（無反射撮影装置）
・Profoto D4-Air（大容量ストロボジェネレータ）
・MacPro Server（画像処理サーバー）
・Hasselblad Phocus（画像処理ソフトウェア）

●研究成果発表会・パネル展示

　身近な生活に深く根ざしつつある「ロボットテクノロジー」や、サステナブル

社会の実現に向け新たな暮らし方を提案する「ネイチャーテクノロジー」など、

今後、日本の新しい展開を切り開く技術分野をテーマとする講演のほか、オン

リーワンの価値を生み出すデザインの考え方や、ものづくりを超えた「超ものづ

くり」にかける開発者の思いなどに迫る特別セッションも行います。 

●基調講演・特別セッション

パネル展示の様子

平成25年6月20日（木）、21日（金）　10:00～17:00
会　場：都産技研 本部（東京都江東区青海2-4-10）
発表テーマ：108テーマ
お申し込みは、事前に専用申し込みフォームまたはFAX（03-5644-7397）でお願いします。
※当日参加も受け付けますが、都合上ご参加いただけない場合もあります。

詳細は以下ホームページをご覧ください
URL:  ht tp : / /www.tosang iken-se ika . jp/

■基調講演　
　20日（木）10：05～11：00

『次世代ロボットはどうあるべきであり、どうあるべきでないか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～巨大人型ロボットによる人間の身体能力拡張への夢～』

立命館大学 総合科学技術研究機構 先端ロボティクス研究センター チェアプロフェッサー 金岡 克弥氏
　21日（金）13：10～14：10

『サステナブル社会に向けた新たな暮らし方とものづくりの潮流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ライフスタイルデザインとネイチャーテクノロジー～』

近畿大学 建築学部 特任教授 積水ハウス総合住宅研究所 前所長 木村 文雄氏

■特別セッション
　20日（木）13：20～14：00

『オンリーワン製品を生み出す開発・デザインの真髄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～小惑星探査機「はやぶさ」帰還に貢献した防振技術～』

株式会社松田技術研究所 代表取締役 松田 真次氏　
　21日（金）14：20～15：00

『超モノづくり部品大賞受賞「ecoチップ」開発の軌跡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～現場開発者が語るものづくりイノベーション～』

株式会社東芝 研究開発センター ワイヤレスシステムラボラトリー 主任研究員 梅田 俊之氏

昨年の研究成果発表会の様子

事前登録制
参加費無料
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